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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】害獣・害鳥類をセンサで検知し、レーザー装置
によりレーザー光線を一定時間点灯後に消灯する長期間
使用可能で経済的な害獣・害鳥類忌避装置を提供する。
【解決手段】検知領域で害獣または害鳥の侵入を検知す
る赤外線センサー２と、赤外線センサー６が害獣または
害鳥を検知すると、該検知位置に向かって、検知した時
間または明るさが所定の日中区分に該当する場合には緑
色レーザー光を選択して発振し、所定の夜間区分に該当
する場合には赤色レーザー光を選択して発振し、該レー
ザー光を所定時間発振させると自動停止するように制御
されたレーザー発生装置６とからなることを特徴とする
。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　検知領域で害獣または害鳥の侵入を検知する赤外線センサーと、
　該赤外線センサーが害獣または害鳥を検知すると、該検知位置に向かって、検知した時
間または明るさが所定の日中区分に該当する場合には緑色レーザー光を選択して発振し、
所定の夜間区分に該当する場合には赤色レーザー光を選択して発振し、該レーザー光を所
定時間発振させると自動停止するように制御されたレーザー発生装置とからなることを特
徴とする害獣・害鳥忌避装置。
【請求項２】
　レーザー光は、５分から１０分の間の任意の時間発光すると自動的に発光を停止するこ
とを特徴とする請求項１に記載の害獣・害鳥忌避装置。
【請求項３】
　赤外線センサーとレーザー発生装置は、太陽光パネルの発電を蓄電した蓄電池から給電
されていることを特徴とする請求項１または２に記載の害獣・害鳥忌避装置。

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、害獣・害鳥類をセンサで検知し、レーザー装置によりレーザー光線を一定時
間点灯後に自動的に消灯する長期間使用可能で経済的な害獣・害鳥類忌避装置に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　畑などの農地で植生している農作物や草花に対して、猪、猿、ハクビシン、熊、鹿など
の害獣が食べ荒らしたり、掘り起こして被害を与えているが、これに対して柵や電線を張
り巡らせて浸入を防いだり、音を発生させて追い払うなどしているが、未だ十分な効果を
挙げていない。
　例えば、特開２０１３－１２３３９４の有害動物撃退装置では、有害動物の学習効果に
よる撃退効果の低減を阻止し、かつ、撃退効果をより一層高めるために、撃退音の発生デ
ータまたは発生プログラムを入力する入力部と、当該入力部からの情報によって撃退音を
発生させる撃退音信号発生部と、当該撃退音信号を増幅する増幅部と、当該増幅部に接続
された内蔵もしくは外付けスピーカーと、撃退音信号に連動して点滅する複数個のＬＥＤ
とで有害動物撃退装置とした構成が知られている。
　しかし、刺激となる撃退音やＬＥＤの光では、未だ有害動物の撃退効果は十分とはいえ
なかった。
　また、特開２００６－８００４５では、各々が異なる方向へ向けられた複数の発光器を
備えると共に、各発光器について、点灯時間、消灯時間、及び発光波長、並びに相互の点
滅タイミングのうちのいずれか複数を不定周期で変化させる点滅制御手段を備えた鳥類忌
避装置が提案されている。
　上記構成では、複数の発光器を用い、各発光器は各々が異なる方向に向ける必要がある
ため、発光器の数が多くなり管理が煩雑となり、費用も高額となるという問題点があった
。
　また、害獣に限らず、カラスなどの害鳥によりゴミ収集袋が荒らされるなどの対策につ
いても同様の問題があった。
　更に、実用新案登録第３１９９５１８号の害獣忌避装置では、監視領域内で駆動し、高
輝度で投射方向が一定の閃光を断続的に放射する発光装置と、該発光装置を回転させる回
転装置とからなる害獣忌避装置において、回転装置が、監視領域内に設けられた環状のガ
イドレールと、該ガイドレールに沿って移動する回転走行部とからなっており、発光装置
はガイドレールに沿った周回によって、監視領域内の害獣に前記閃光を不規則に放射して
なることを特徴とする害獣忌避装置が提案されている。
　上記構成では、閃光が断続的に放射する発光装置を回転装置で回転させる構成からなっ
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ているので、害獣を検知できない場合にも発光させており、無駄が多かった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－１２３３９４号公報
【特許文献２】特開２００６－８００４５号公報
【特許文献３】実用新案登録第３１９９５１８号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　この考案は、上記事情に鑑みて創案したものであって、その解決しようとする課題は、
　害獣や害鳥が監視領域内に侵入しようとする場合に、赤外線センサーでそれらを検知す
ると、直ちに検知領域に向かってレーザー光を所定時間、例えば５分から１０分の任意の
時間点灯させ、点灯後に自動的に消灯することで、害獣や害鳥を監視領域から忌避させる
害獣・害鳥忌避装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案は、上記課題を解決するために、請求項１の考案では、
　検知領域で害獣または害鳥の侵入を検知する赤外線センサーと、
　該赤外線センサーが害獣または害鳥を検知すると、該検知位置に向かって、検知した時
間または明るさが所定の日中区分に該当する場合には緑色レーザー光を選択して発振し、
所定の夜間区分に該当する場合には赤色レーザー光を選択して発振し、該レーザー光が所
定時間発振させると自動停止するように制御されたレーザー発生装置とからなることを特
徴とする。
　請求項２の考案では、
　前記レーザー光は、５分から１０分の間の任意の時間発光すると自動的に発光を停止す
ることを特徴とする。
　請求項３の考案では、
　前記赤外線センサーとレーザー発生装置は、太陽光パネルの発電を蓄電した蓄電池から
給電されていることを特徴とする。
【考案の効果】
【０００６】
　本考案の害獣・害鳥忌避装置では、日中では緑色のレーザー光を用い、夜間では赤色の
レーザー光を用いて害獣や害鳥が監視領域内に進入することを防止し、且つ害獣や害鳥が
見えなくなる５分から１０分程度でレーザー光の発光を自動停止するようにして、効果的
な害獣・害鳥への威嚇と省電力を効果的に実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】実施例１の害獣・害鳥忌避装置の概要を示すブロック図である。
【図２】害獣を対象とした害獣・害鳥忌避装置の概要を示す説明図である。
【図３】害鳥を対象とした害獣・害鳥忌避装置の概要を示す説明図である。
【考案を実施するための形態】
【０００８】
　害獣・害鳥忌避装置は、赤外線センサーで害獣や害鳥を検知すると、検知区分（時間ま
たは明るさ）が日中区分か夜間区分かによって、緑色または赤色のレーザー光を発振させ
、前記赤外線センサーで検知した場所にレーザー光を一定時間発振させた後に自動的に停
止して、経済的で効率的な害獣・害鳥の忌避を実現する。
【実施例１】
【０００９】
［害獣・害鳥忌避装置］
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　図１、図２に示す実施例１の害獣・害鳥忌避装置１は、赤外線センサー２とレーザー発
生装置６と、制御部１０とからなっている。
　まず、任意の監視領域Ｅの近傍には、害獣の侵入を検知するため検知領域Ｓとして赤外
線センサー２で検知が行われる領域が設定されている。
【００１０】
　即ち、赤外線センサー２の設置場所は、監視領域Ｅへ害獣が侵入する際に通る検知領域
Ｓを検知可能な場所である。
　検知領域Ｓは、獣道やこれに通ずる経路、その他の経験的に害獣が監視領域Ｅに入り際
に通る個所が選ばれる。
　検知領域Ｓは１個所に限らず、複数個所設けてもよい。
　赤外線センサー２は、上記個所での害獣の有無を検知するもので、該赤外線センサー２
が害獣を検知すると検知信号がレーザー発生装置６の制御部１０に無線または有線で送信
される。
【００１１】
　制御部１０では、まず検知信号の検知時間を基に、それが予め１日を二分して設定され
た日中区分（例えば６時から１７時迄）か夜間区分（１８時から５時迄）かを判定する。
　ここで、日中区分と夜間区分は、監視領域の場所や害獣・害鳥によって適宜設定するこ
とができ、また、時間ではなく明るさ（暗さ）を基準に設定してもよい。
【００１２】
　また、レーザー発生装置６は、緑色レーザー光、赤色レーザー光のいずれかを選択的に
発生させる装置からなっている。
　そして、日中区分と判定された場合には、レーザー発生装置６から緑色レーザー光を選
択して発振させ、夜間区分と判定された場合には、レーザー発生装置６から赤色レーザー
光を選択して発振させる。
【００１３】
　レーザー発生装置６は、赤外線センサー２と対になっているものでもよいし、複数の個
所に配置した複数の赤外線センサー２に対して１つのレーザー発生装置６でレーザー光の
発振方向を変えて発振しうるようにしてもよい。
【００１４】
　制御部１０は、前記検知信号を基に、特定したレーザー発生装置６に対して、検知時間
に応じて赤色レーザーまたは緑色レーザーのいずれかを選択して、前記検知個所に向かっ
てレーザー光を所定時間発振させる。
【００１５】
　ここで発振時間は５分～１０分間程度が好ましく、制御部１０は、５分～１０分の範囲
内の任意の時間経過するとレーザー発生装置６のレーザー発振を自動停止させる。
　上記レーザー発振時間は、害獣や害鳥の種類に応じて、引き返してくることがない時間
を適宜設定することができる。
【００１６】
　前記赤色レーザーは、夜間区分用として用い、赤色レーザー光束出力容量＝２００ｍｍ
Ｗ、ビーム角度＝９０度（クラス３Ｒ）となる。
　緑色レーザーは日中区分用として用い、緑色レーザー光束出力容量＝１００ｍｍＷ、ビ
ーム角度＝９０度（クラス３Ｒ）となる。
【００１７】
　そこで、害獣が、監視領域（例えば畑作）の１ｍ前の検知位置にくると、高性能の赤外
線センサー２が感知し、制御部１０を介してレーザー発生装置６が素早く（日中は緑色、
夜間は赤色）のレーザー光を発光する。
【００１８】
　これにより、約一年間の目測実験では、一例として山間そばの畑作では獣道をおりてき
て畑作に入ろうとした猪が畑作縁からの１ｍ直前で突然レーザーが点灯するので一回目の
驚きが生じ、本能的に光方向に眼を向けると光が刺さるので危険を察知し、素早くもとき
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た獣道へ向かって逃げ去る。姿が見えなくなるまでの所要する時間は５回の平均値で約２
分で、また、別の野原に点在する畑作では姿が見えなくなる所要時間の平均の値では約４
～５分であった。
【００１９】
　このように本考案の害獣・害鳥忌避装置１では、従来の常時点灯や点滅式と比べて、短
時間でのレーザー発光ですむので、従来比で試算上１２倍程度、長時間使用できることが
でき、蓄電池の容量が小さくてすむというメリットがある。
　本実施例で、図１で示すように、電源は、太陽光パネル１２で発電され、蓄電池１５に
蓄電することができる。
【００２０】
　即ち、太陽光パネル１２は、ソーラーパネル多結晶１３と逆流防止器付き充電回路を有
するソーラーチャージャコントローラ１４からなっている。
　太陽光パネル１２はリチウムイオン蓄電池１５から制御回路基盤、高効率直流安定化電
源供給昇圧回路１６を通り、制御部１０を介してレーザー発生装置６と赤外線センサー２
とが接続されている。
　前述のように電気の消耗が少ないので、蓄電池１５も容量の少ない小型のものを使用す
ることができる。
【００２１】
　害獣（例として猪）の観察実験データを以下に示す。
（１）天候が雨天の日には、猪は畑作にあらわれない。
（２）天候が曇り、又は晴天の日には、猪は必ず畑作に朝夕２回姿をあらわす。
（３）季節によって畑作にくる時間は平均して下記のとおり（観察地＝宮城県白石市）
　　１２月・１月・２月・（１月・２月・は積雪あり）は畑作に姿を見せず。
　　３月・４月期の畑作への出没時間は平均で５時３０分～６時頃、朝夕二回
　　５月・６月・７月・８月期の出没時間は平均で４時～５時頃、朝夕二回
　　９月・１０月・１１月期の出没時間は平均で５時～６時頃、朝夕二回
【００２２】
　赤外線センサー２は、監視領域Ｅである畑作につながる獣道がわからない場合には、ど
の方向から監視領域Ｅに入るかをキャッチする精度の高い広角の赤外線センサー２を２機
ないし３機を設置することで、監視領域Ｅの４面のどの方向からも進入阻止できる位置に
設置することで、完全に監視領域Ｅに害獣が入ることを検知できる。
【００２３】
　高精度で広角の赤外線センサー２（検知距離５０ｍ）を、赤外線センサー２の検知個所
に向けて設置されたレーザー発生装置６に１ないし複数を装着して、監視領域Ｅのどの方
角からも進入できないように阻止する。
【００２４】
　前記赤外線センサー２からの検知信号が出力されると、制御部１０を介してレーザー発
生装置６から直ちにレーザー光が害獣に向けて発光する。
　レーザー光の発光時間は、再度の出現防止策として５分～１０分間後に自動消灯する。
【００２５】
　これは、実験的に、昼夜をとわず約３０秒以内に害獣の姿は消え去り、短時間で戻って
くることがないことが確認された。
　なお、本実施例で、赤外線センサー２が感知後、レーザー発生装置６からレーザーが点
灯してから自動的に電源の切れる時間の設定は３０分と６０分の切り譬え可能な構造とな
っている。
【００２６】
　レーザー発生装置６は、ボックスに収納されるが、例えば、ボックス内の盗難防止信号
のスイッチの上にビー球などの球体を載置しておくことで、レーザー発生装置６を盗もう
とする者がボックスを動かすと、球体が盗難防止信号のスイッチから落下し、これにとも
ない前記スイッチが投入されて盗難防止用の警報音や警報灯が作動して盗難を防止するこ
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【００２７】
　上記実施例では、害獣を例に説明したが、害鳥であっても同様の装置を用いることがで
きる。
　例えば、ゴミ置き場を監視領域Ｅとし、ビニール袋に向けてカラスを検知できるように
赤外線センサー２を配置し、ビニール袋の上にカラスが舞い降りてきたり、くちばしでつ
ついたりすると、前記赤外線センサー２で検知信号を出力し、レーザー発生装置６でカラ
スに向かってレーザー光を発振させることができ、カラスによる生活被害を防止すること
も可能である（図３参照）。
【００２８】
　その他、この考案は上記実施例に限定されるものではなく、要するにこの考案の要旨を
変更しない範囲で種々設計変更することができる。
【符号の説明】
【００２９】
　１　　害獣・害鳥忌避装置
　２　　赤外線センサー
　６　　レーザー発生装置
１０　　制御部
１２　　太陽光パネル
１５　　蓄電池
　Ｓ　検知領域
　Ｅ　監視領域

【図１】 【図２】

【図３】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

